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三木先生と私
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厚塗りの塗料がはがれ，色褪せた木肌がでて，ガラス押えのパテがボロ
ボロになったガラス窓のある 2階の教室，壁も灰色に近いような色で，ゎ
ずか 4坪ばかりの広さの教室，しかし，少しも暗い感じはなく，若い熱気
が溢れていた教室，そこで私たち10人そこそこの学生が三木先生の授業を
受けていたのほ，今から24年も前のことになります。
入学したその年のことだったと思いますが……三木先生の授業で
Lectures fran<,;aises simples et litterairesの LesEtoiles (Alphonse 
Daudet)の文中に，
- Comment! berger, i y a done des mariages d'etoiles? 
- Mais oui, maitresse. 
Et comme j'essayais de lui expliquer ce que c'etait que ces mariages, 
je sentis quelque chose de frais et de fin peser legerement sur mon 
epaule. C'etait sa tete alourdie de sommeil qui s'appuyait contre moi 
avec un joli froissement de rubans, de dentelles et de cheveux ondes .. 
こんな描写がありました。これを訳している私が耳を真赤にしていたの
を，見付けられた先生は，
「これくらいのことで赤くなってどうしますか，フランス文学をやった
ら，まだまだ凄いのがありまっせ，こんなのほ序の口にも入らんわ・・・。」
出席者の少ない日は 5, 6人で，あの狭い部屋で受けた先生の授業，今
のマンモス教室で受ける授業とほ，比較するのが無理かも知れないが，想
い出多い懐しい授業風景の一コマです。
それに，私たちが 2年生の頃かと思いますが，先生と一緒に奈良へ出か
けたことがありました。
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古寺名刹を訪ねたあと，若草山の麓の茶店の 2階で，洒盛りを始めまし
た。先生もあの頃は，斗酒なお辞せずとまでほゆかなくてもかなりの酒量
を嗜まれたようで，その日も日本酒を湯呑み茶碗などで，学生と汲みかわ
されていたと記憶しています。それだけならよかったのですが，誰かが持
参した洋酒が重なったから堪りません。学生の中からぷっ倒れるものが出
るほ，先生までもが様子が怪しくなられて，ついに学生とともに枕を並べ
てしまわれたのです。
私はもともと酒には強い方ではありませんから，少しぐらいほ飲みまし
ても酒豪のおつき合いほ到底できません。幸いにして酔いの軽いものと文
学談義に花を咲かせておりますうちに，すっかり日も暮れてしまい，もう
そろそろ帰らなければならない時間になりました。そこで酔いつぶれた学
友を起こし顔を洗わせたりして，最後に先生を起こしました。私は何気な
く「先生，朝ですよ」と声をかけますと，それまで眠っておられた先生が，
パッと起きあがられ坐り直されて，
「しもうた，朝か，悪いことをしたなあ。」
どうも察するところによると，先生ほ確たる理由がない限り外泊はされ
ない主義のようでした。いいかえれば，それだけ家庭を大事にされていた
のです。
すぐに私の方が悪い事をしたのに気付いて，
「先生，今のほ嘘ですよ，まだ 8時前です。」
先生もその言葉に安心されて，帰り仕度をされました。
私ほあの一言が，先生にとってあんなに強い衝撃であったことに驚きも
し，また先生のかくれた一面に触れた思いで，その愛妻ぶりに胸が熱くな
ったのをほっきりと憶えています。
でもその先生ほ，いまは不帰の客となられてしまい，哀惜の情に堪えな
い次第です。せめて奥様だけはご遺族のために，先生の分までも，一層の
ご長寿を祈ってやみません。
（昭30卒，嵐山・渡月亭）
